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 「みんなで一緒にあらかわろう！」プロジェクト 

『荒川下流 GIS オープンデータポータル』を開設 
～二次利用可能なデータを公開し、あらゆる関係者のＤＸを促進します～ 

 荒川下流河川事務所では、令和 3 年 7 月から荒川下流域に関するデータを「荒川３Ｄ

河川管内図」で閲覧可能にしているところです。今後、あらゆる関係者の DX に向けて誰も

がインターネットを通じて容易にデータを利用できるよう、オープンデータ化を推進する必

要があります。このため、『荒川下流ＧＩＳオープンデータポータル』を開設し、社会的・経

済的にニーズの高い防災データ等を優先的に二次利用可能な形式で公開します。データは今

後随時追加していく予定です。 

＜荒川下流ＧＩＳオープンデータポータルの機能＞ 

■データダウンロード 

１）データは二次利用ができるよう GeoJSON 形式、CSV 形式等でダウンロードができます。 

２）現在以下のデータを公開しています。 

①距離標測量成果、②河川管内図（荒川下流域）の名称ラベル、③水位観測所位置、④雨量

観測所位置、⑤ライブカメラ位置・画像リンク、⑥R4 年度重要水防箇所、⑦河川環境基図デ

ータ 

■地形モデルのダウンロード 

 荒川下流域の堤防等の地形の起伏を表現したデータ（地形モデル）を TIF 形式、FBX 形式で

ダウンロードできます。お手持ちの GIS ソフトウェアやゲームエンジン等のソフトウェアで読み

込み、設計業務等に利用することができます。 

■画像データの WEB API URL の公開 

１）空撮画像のような画像データはお手持ちの GIS ソフトウェアで WEB API（Application 

Programming Interface）連携が図れるようＵＲＬを公開します。 

２）現在以下のデータを公開しています。 

①空撮画像（平常時 平成３１年４月撮影） 

②空撮画像（非常時 令和元年１０月撮影） 

③３Ｄ河川モデル（水深段彩図 令和元年度測量） 

④３Ｄ河川モデル（段彩図 令和元年度測量） 

⑤２Ｄ洪水浸水想定区域図（荒川下流域）（想定最大規模 最大浸水深） 

⑥２Ｄ洪水浸水想定区域図（荒川下流域）（計画規模 最大浸水深） 

⑦２Ｄ洪水浸水想定区域図（荒川流域）（想定最大規模 浸水継続時間） 

 

＜ＵＲＬ＞https://gis-opendata-arage.hub.arcgis.com/ 

 

発表記者クラブ 

竹芝記者クラブ、埼玉県政記者クラブ、 

都庁記者クラブ、神奈川建設記者会、川口市記者クラブ 

 

問い合わせ先 

国土交通省 関東地方整備局 荒川下流河川事務所 

副 所 長  辻
つじ

 勝
かつ

浩
ひろ

   流域治水推進室長  宮
みや

﨑
ざき

 達也
た つ や

 

（電話：03-3902-2311[代表]） 

 



データは各カテゴリから選択し、
GeoJson形式、CSV形式等でダウン
ロードができます。
【基礎データ】

・距離標測量成果
・河川管内図の名称ラベル

【防災データ】
・⽔位観測所位置
・⾬量観測所位置
・ライブカメラ位置，画像リンク
・Ｒ４年度重要⽔防箇所

【環境データ】
・河川環境基図データ

荒川下流域の地形の起伏を表現した
データ（地形モデル）をTIF形式、
FBX形式でダウンロードできます。
お⼿持ちのGISソフトウェアやゲー
ムエンジン等のソフトフェアで読み
込み、設計業務等に利⽤することが
できます。

空撮画像のような画像データはお⼿
持ちのＧＩＳソフトウェアでWEB 
API（Application Programming 
Interface）連携が図れるようURLを
公開します。

距離標測量成果の例

荒川下流ＧＩＳオープンデータポータルの機能

荒川下流ＧＩＳオープン
データポータルはこちら


